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語句説明

番号 語句 語句説明 ページ

(1) ふれあい図書ルーム
親子のふれあい、地域交流の場として、図書ルームの開
放及び本の貸出しを行い、開かれた幼稚園づくりの一端
として実施している。

3

(2) めざす子ども像

「ふくらまそう夢、育てよう未来の宝」をスローガン
に、５つのめざす子ども像を明確にし教育活動を推進し
ている。具体的には、「確かな学力」「学ぶ意欲・学ぶ
習慣」「コミュニケーション力と情報活用能力」を身に
付け、「心豊かで思いやり」があり、「健康で元気な」
子どもの育成を目指している。

7

(3) 寝屋川12学園構想

小中一貫教育６年間の成果と課題を踏まえ、さらなる目
標に近づけるよう、平成23年度を「小中一貫教育第２ス
テージ」のスタートと位置付け、各中学校区の３校が一
体となって特色ある取組を推進するもの。

7

(4) 少人数教育推進人材
各学校において、少人数教育及びチームティーチング等
を担当する市費アルバイト人材。小学校１人、中学校２
人の合計48人を配置している。

22

(5)
寝屋川市小中一貫教
育アクションプラン

子どもたちの学力、心力、体力の向上に向けて、具体的
な取組を紹介し、今後５年後、10年後の数値目標を設定
した計画。

23

(6)
ＩＣＴ活用指導力調
査

文部科学省が教育の情報化の目標達成状況（校内LAN整備
率、教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数、コン
ピュータを使って指導できる教員の割合等）を把握する
ために、平成18年度から実施している調査。

24

(7)

児童英検
（ブロンズ・シル
バー・ゴールド受
検）

英語に親しみ、外国の文化を理解することを目標とした
児童向けのリスニングテスト。「ブロンズ」「シル
バー」「ゴールド」の３段階がある。受検の目安は、小
学校の英語活動（50分のレッスンを週１回受けている場
合）でいえば、「ブロンズ」１年半～２年、「シル
バー」２年半～３年半、「ゴールド」４年～５年以上程
度とされる。

29

102



語句説明

番号 語句 語句説明 ページ

(8)
スクールソーシャル
ワーカー

社会福祉の専門的知識を所持し、社会福祉の理念に基づ
いて、子どもたちの問題に生活の視点で関わる専門職。
スクールカウンセラー（SC）が主に個人の内面に焦点を
当てるのに対して、スクールソーシャルワーカー（SSW）
は、生活の視点で子どもに関わる全ての背景や状況を視
野に入れて判断し、必要に応じて関係機関と調整・連携
を進めながら、子どもを取り巻く環境の改善を図る。

32

(9) ハートプログラム

大阪府青少年活動財団と市教育委員会が共同開発してい
る人間関係づくりのプログラム。米国の体験学習プログ
ラムなどの技法をアレンジして組み立てており、一つ一
つのゲームを通して、お互いを尊重すること、グループ
内でのコミュニケーション、自主性・積極性・創造性を
身に付けることを学ぶ。

33

(10) 子どもサポート会議

いじめ・不登校・暴力行為・児童虐待等について、未然
防止に向けての取組と、早期発見・早期対応の効果的手
立てを研究するため、市立小中学校において解決困難な
事象について、心理、医療、法律、福祉等の専門家を交
えたアセスメントを行う中で、課題及び解決策を探り、
具体的対応プログラムを構築し、そのプログラムを学校
に還元し、今後の学校力向上に資するための会議。

37

(11)
「ユニバーサルデザ
インの授業」づくり

全ての人々にとって利用しやすい製品、建物、環境をデ
ザインするという「ユニバーサルデザイン」の考え方を
毎日の授業の中に取り入れ、障害のあるなしにかかわら
ず、誰にも分かりやすい授業を工夫すること。

40

(12) 学習到達度調査

小学２年生から５年生を対象に国語と算数、中学１、２
年生を対象に国語、数学、英語、中学３年生を対象に英
語について、学習指導要領に定められている学習内容の
定着度を、全ての児童生徒について測る市独自の調査の
こと（平成15年度より実施）。各学校は、この調査結果
を活用して、児童・生徒一人一人の学習指導方法の工夫
改善に取り組んでいる。

43

(13) ICT研修講師

児童生徒の知識を活用する力や言語力の育成を目指し、
ICT機器を効果的に活用した授業方法等を研究推進するた
めに、教職員を対象とした研修や教材開発を行う研修講
師。

43

(14) 小学校校庭芝生化
子どもが緑に親しめる環境整備や、地域住民と学校との
交流を目的とした、府・市・地域等による協働事業。

49
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語句説明

番号 語句 語句説明 ページ

(15) 学校安全監視員
校門周辺及び校内の安全監視、児童の安全監視、校内の
巡視を行い、不審な者の校内への侵入を警戒等する者。

49

(16) 耐震化率

昭和56年にできた「新耐震設計基準」に基づいて設計さ
れた新しい建物と、同基準ができる前の建物であっても
補強工事をした建物の数を、全体の建物数で割った割
合。

51

(17)
学校給食衛生管理基
準

文部科学省が学校給食における衛生管理の徹底を図るた
めの重要事項について示した基準。
主な内容は、学校給食施設及び設備の整備及び管理に係
る衛生管理体制、学校給食従事者の健康管理、献立作成
上の留意点、食品点検検査、食品購入の注意事項、調理
の原則などを定めている。

56

(18) 地域教育協議会

平成12年度に大阪府の独自の取組として、学校・家庭・
地域が協働して教育コミュニティづくりを進め、人間関
係を築く中で「地域の子どもは地域で育てる」という機
運を醸成し、地域が一体となって子どもの健全育成を
図っていく目的で市内12中学校区に設立された組織。主
な構成メンバー（PTA・自治会・青少年指導員・民生委
員・学校園関係者など）

62

(19)
学校支援地域本部事
業

平成20年度に国庫補助事業の取組として、学校活動を支
援するため、学校の求めに応じて、コーディネーターが
地域のボランティアを活用し、学校と地域を結び付け学
校教育活動、地域コミュニティの推進を目指す事業であ
り、各中学校区の地域教育協議会に委託している。

62

(20) 放課後子ども教室

小学校の校庭や体育館等の学校施設を利用して、放課後
や週末等に、安全で安心な子どもの居場所（活動拠点）
を設け、地域のボランティアの方々の参画・協力を得
て、学習やスポーツ・文化活動等様々な体験を子どもた
ちに提供する事業。

67

(21) 放課後校庭開放事業

小学校の給食がある日の放課後、在校生に校庭を開放
し、放課後校庭開放サポーターが見守る中、児童の安
全・安心な遊び場を提供する事業。平成25年６月より順
次開催され、全小学校で実施している。実施日は学校に
よって定められている。

67

(22)
寝屋川リーダーズ小
学生クラブ

小学４年～６年生を対象に、校区を越えた異年齢の交流
を行い、自然体験や国際交流、キャンプ活動を通じて社
会への視野を広げ、将来のリーダーとして活動する基盤
を形成するクラブ。

68
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語句説明

番号 語句 語句説明 ページ

(23)
寝屋川リーダーズ中
高生クラブ

中高生を対象に、校区を越えた異年齢の交流を行い、社
会体験や国際交流、ボランティア活動、寝屋川リーダー
ズ小学生クラブの子どもたちへの指導・交流等を通じて
次世代を担うリーダーの養成を目指すクラブ。

68

(24)
寝屋川リーダーズ
ユースクラブ

18歳以上概ね30歳までの若者を対象に、学年や年齢の枠
を越えて、社会体験や国際交流、小学生クラブ・中高生
クラブへの指導助手等を通じてリーダーとして活動する
基盤を形成し、次世代を担うリーダーの養成を行う。

68

(25)
青少年の居場所づく
り事業

中学生から概ね30歳までの青少年が気軽に立ち寄れ、利
用できる施設であり、世代の近い青少年が集える居場所
スペース、壁面に５メートルの鏡が設置され、ダンス等
で利用できる活動室、自習室があり、青少年のコミュニ
ケーションの場を提供する事業。

68

(26)
元気子どもフォーラ
ム

平成25年度まで実施していた「元気子育てフォーラム」
と「子どもを守る市民集会」を統合し、再構築。平成26
年度から新たに家庭・学校・地域における子育ての充実
と社会全体の支援の在り方や、子どもたちの健やかな成
長を願う機会として「元気子どもフォーラム」を開催。

69

(27)
まちのせんせい活用
事業

自らの経験や学習で得た得意な技術・技能・知識をいか
し、生涯学習ボランティアとして地域社会の生涯学習に
積極的に役立ちたいという熱意や意識を持ち、養成講習
会を受講修了した人を「寝屋川市まちのせんせい」とし
て認定し、市域における生涯学習の普及に努める事業。

71

(28) 指定管理者

指定管理者制度（公の施設に民間の活力を導入し、効果
的・効率的な管理運営による住民サービスの向上と経費
縮減を図るための制度）に基づき、地方公共団体から指
定を受けた者。

71

(29) eブック
電子書籍のことで従来の印刷物ではなく、電子機器の画
面で読むことができる出版物。電子ブック、デジタル
ブックともいう。

76

(30)
家庭教育サポート
チーム

子育てやしつけに不安や悩みを抱く家庭に対して、各小
学校や関係機関と連携し、家庭訪問・相談活動等により
総合的に支援する。各サポーターは12中学校区に１人配
置し、コーディネーター１人と12人のサポーターでチー
ムとして活動している。

83
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語句説明

番号 語句 語句説明 ページ

(31) アルカスホール

文化の振興とにぎわい創出の拠点として、平成23年４月
にオープンした地域交流センター。施設内のメインホー
ルは音楽ホールとしてのクオリティが高く、スタイン
ウェイピアノを２台有しており、コンサートを始め、演
劇、古典芸能、講演、セミナー、発表会等、目的に合わ
せて利用できる。

87

(32) 文化振興会議

「寝屋川市文化振興条例」第11条の規定により、市民・
学識経験者・関係団体の代表者等で組織し、教育委員会
の諮問に応じ、文化の振興に関する重要事項について意
見を述べる市の審議会。

88

(33) 新寝屋川八景

わがまち寝屋川市民共有の財産としての魅力を市内外に
発信していくことを目的に、平成21年１月制定。
　①広大で自然豊かな「淀川河川公園」
　②木漏れ日溢れる憩いの場「寝屋川公園」
　③古の歴史・ロマンへの誘い「太秦高塚古墳」
　④四季いろどりの散歩道「友呂岐緑地」
　⑤近代的な駅舎との融合「萱島駅のくすのき」
　⑥香りの丘「成田山不動尊」
　⑦寝屋川のえべっさん「ねや川戎」
　⑧故郷伝承・はちかづきの里「寝屋のまちなみ」

92

(34)
スポーツリーダーズ
バンク

スポーツ活動普及のために、スポーツインストラクター
養成講習会修了者を登録し、依頼に応じて人材を派遣す
る制度。

94

(35)
総合型地域スポーツ
クラブ

年齢や性別等にとらわれず、多世代の地域住民が多種目
のスポーツを指導者の下で楽しむことができるスポーツ
クラブ。

94
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①平成26年度教育委員会会議の開催状況

委嘱
任命

意見
聴取

人事 その他
委嘱
任命

意見
聴取

規則 人事 その他

H26 4 4 2 2 2

1 1 1 2 2

1 1

4 1 1 1 1

（臨時会） 1

1 3 3 1 1

2 2 2

4 1 1

1 1

 2 1 1

H27 4 1 1 2

2 1 1 2

2 1 5 3

5 4 28 9 8 1 8 6 15

46 38

●教育委員の行事等の出席状況

13 日 11 日 4 日 8 日 13 日 30 日 79 日

12 日 11 日 4 日 8 日 6 日 29 日 70 日

1 日 0 日 0 日 0 日 7 日 1 日 9 日

開  催  日 場    所

報　　告　　事　　項

本庁
第一会議室

本庁
第一会議室

本庁
第一会議室

7.23

本庁
第一会議室8.27

増減(Ａ)-(Ｂ)

6

6

84

8

26年度(Ａ)

本庁
第一会議室

25年度(Ｂ)

10.22

9.24

26.18

5.28

合　計その他社会教育行事

議決案件

上下水道局
会議室

本庁
第一会議室 8

中央公民館
第２研修室 17.30

教育委員会議
（定例会・臨時会） 研修会

本庁
第一会議室3.25

市議会傍聴
（一般質問・代

表質問）

議　　決　　事　　項

4.23

報告案件

本庁
第一会議室

上下水道局
会議室

2

11

4

6

9

合    計

14

7

12.24

11.26

学校園行事

2.18

1.28
本庁

第一会議室

本庁
第一会議室
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②　寝屋川市教育委員会事務局行政機構図

平成27年４月１日現在

部 主な事務

教育委員会事務局の人事管理、就学援助等

学校園施設の修繕及び学校給食の企画

児童・生徒の転出入、教職員の人事、学校
保健の企画、通学安全、幼稚園運営

学校園教育・人権教育の計画及び指導助
言、教職員の研修

教職員研修、教育に関する研究成果の普
及、教育相談

東、西、南、北、第五、成美、明和、池田、中央、啓明、三
井、木屋、木田、神田、堀溝、田井、桜、点野、和光、国松緑
丘、楠根、梅が丘、宇谷、石津

第一、第二、第三、第四、第五、第六、第七、第八、第九、第
十、友呂岐、中木田

北、中央、南、神田、啓明

生涯学習の総合調整、社会教育施策の立
案、留守家庭児童会事業の運営、エスポ
アール、教育センター及び中央公民館に関
すること

文化スポーツ振興課

文化芸術振興、文化財の収集等、池の里市
民交流センター、体育館等の体育･スポーツ
施設、野外活動センター、地域交流セン
ター、体育･スポーツ事業の推進

寝屋川市に関係する埋蔵文化財等の資料の
収集、保管、展示をする施設

中央図書館
図書館に係る企画及び運営、読書会等の開
催、移動図書館、市史、市民ギャラリー

図書館の分館に係る企画及び運営

図書館の分館に係る企画及び運営

地域・家庭における教育施策の推進、成人
教育の推進、青少年の健全育成

教育長

教
育
委
員
会

市立幼稚園

地域教育振興課

社会教育課

東図書館（分館）

埋蔵文化財資料館

課・園等

社会教育部

教育総務課

駅前図書館（分館）

施設給食課

市立中学校

学校教育部

市立小学校

教育研修センター

教育指導課

学務課
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③　教育委員会事務局及び学校園の職員数の推移

（単位：人）

Ｈ25 Ｈ26 構成比 Ｈ27 構成比

A B 　　　％ Ｂ－Ａ 　　　％ Ｃ 　　　％ Ｃ－Ｂ 　　　％

4 4 2.4 0 100.0 4 2.5 0 100.0

14 14 8.2 0 100.0 14 8.6 0 100.0

14 10 5.9 △ 4 71.4 10 6.2 0 100.0

12 12 7.1 0 100.0 11 6.8 △ 1 91.7

16 16 9.4 0 100.0 16 9.9 0 100.0

5 6 3.5 1 120.0 6 3.7 0 100.0

- - - - - - - - -

39 34 20.0 △ 5 87.2 31 19.1 △ 3 91.2

12 12 7.1 0 100.0 12 7.4 0 100.0

26 22 13.0 △ 4 84.6 20 12.3 △ 2 90.9

142 130 76.5 △ 12 91.5 124 76.5 △ 6 95.4

1 1 0.6 0 100.0 1 0.6 0 100.0

9 9 5.3 0 100.0 9 5.6 0 100.0

11 11 6.5 0 100.0 11 6.8 0 100.0

11 10 5.9 △ 1 90.9 8 4.9 △ 2 80.0

- - - - - - - - -

10 9 5.3 △ 1 90.0 9 5.6 0 100.0

42 40 23.5 △ 2 95.2 38 23.5 △ 2 95.0

184 170 100.0 △ 14 92.4 162 100.0 △ 8 95.3

（Ｈ27年４月１日現在）

＊ 教育長は､学校教育部に含む｡

＊ 再任用職員、任期付短時間勤務職員は除く｡

対前年比較

施設給食課

部付

　　　　　　　年　度
部　課　等

学

校

教

育

部

対前年比較

学務課

教育総務課

教育研修ｾﾝﾀｰ

教育指導課

小学校
給食調理員

小学校
学校の用務担当

中学校
学校の用務担当

 学校教育部　 計

地域教育振興課

中央公民館

幼稚園

教育委員会　合計

社

会

教

育

部

 社会教育部　 計

中央図書館

社会教育課

部付

文化スポーツ振興課
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⑤教育費歳出の状況

（１）　教育費と一般会計の推移

（２）　平成26年度　決算内訳

教育総務費

969,305

千円

14.6%

小学校費

2,147,158

千円

32.4%

中学校費

1,336,001

千円

20.1%

幼稚園費

867,391

千円

13.1%

社会教育費

1,144,909

千円

17.3%

社会体育費

164,056

千円

2.5%

投資的経費

1,609,593

千円

24.3%

人件費

1,761,596

千円

26.6%

物件費

2,319,271

千円

35.0%

その他

の経費

938,360

千円

14.1%

教育費
6,628,820千円

教育費
6,628,820千円

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

Ｈ24年度 Ｈ25年度 Ｈ26年度

百万円
一般会計歳出

教育費歳出

（千円）

H24年度 H25年度 H26年度

78,851,429 77,724,433 78,672,855

8,009,416 7,214,932 6,628,820

1,865,862 1,778,723 1,761,596

10.2% 9.3% 8.4%

うち、人件費

教育費の割合

一般会計(人件費含）

教育費
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